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研究要旨 
本研究は、令和 5 年度に策定された第 4 期がん対策推進計画のもと、都道府県ごとのがん年齢

調整死亡率の推移を分析し、COVID-19 流行前後の変化を明らかにすることを目的とした。2015
～2022 年の人口動態統計を用い、75 歳未満の年齢調整死亡率について、全がんおよび主要部位

別（胃・大腸・肝臓・肺・乳房・子宮頸部・前立腺）に対数線形回帰を適用し、年平均変化率（APC）

を算出し、流行前後で比較した。その結果、全がんでは多くの都道府県で減少傾向が鈍化し、特

に男性で顕著だった。一方、がん種別や地域によっては減少が加速したり、増加に転じたりと多

様な変化が見られた。COVID-19 流行により医療機関受診の遅れや医療資源の制約が影響した可

能性が考えられる。今後は全国がん登録データを活用し、進行度別の罹患率や生存率も含めた詳

細な分析が必要である。また、より精緻な統計モデルの適用も今後の課題となる。本研究は、都

道府県ごとに異なるがん死亡率の変化を可視化し、地域特性に応じたがん対策の重要性を示唆す

るものである。 
 
Ａ．研究目的 
 各都道府県では令和5年度に第4期がん対策

推進計画の策定を行い、令和6年度より計画に

基づくがん対策が開始した。本研究では、がん

対策推進計画の最終アウトカムであるがんの

年齢調整死亡率に関し、各地域の状況に合わせ

たがん対策に活用することが重要である。 
 COVID-19流行前まではがんの年齢調整死

亡率は減少傾向にあったが、COVID-19流行後

に全国の値で、死亡率の鈍化があったことが報

告された1。そこで、本研究ではCOVID-19流行

前後の推移の変化を分析し、各都道府県のがん

対策の活用する資料を作成することを目的と

した。 
  
Ｂ．研究方法 
 人口動態統計より、2015-2022年の都道府県

別の75歳未満のがん年齢調整死亡率を算出し

た。人口は国勢調査及び総務省推計人口に基づ

く。年齢調整のための基準人口は2015年モデ

ル人口を使用した。 
全部位に加え、胃、大腸、肝臓、肺、乳房、

子宮頸部、前立腺について集計した。 
COVID-19流行前を2019年までとし、2015-

2019年の年齢調整死亡率の対数線形回帰によ

り、年平均変化率（APC: Annual Percent C
hange）を求めた。また、COVID-19流行後の

2022年までを含めた年齢調整死亡率の対数線

形回帰によりAPCを算出した。これらのCOVI
D-19流行前後のAPCを比較し、流行後に死亡

率の減少が鈍化したかどうかを検討した。 
 
Ｃ．研究結果 
 図1に結果をイメージしやすくするために、

青森県（緑）、大阪府（赤）、東京都（青）の

全がん75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対）

のトレンドを示した。COVID-19前までの対数

線形回帰の予測値を破線で、後までを実線で示

した。全がんでは三つの都府県で特に男性で減

少の鈍化がみられる。 
 図2では、X軸にCOVID-19前までのAPC、Y
軸にCOVID-19後までのAPCをプロットした。

番号は都道府県番号である。Y＝Xのライン上

にあれば、APCは同じ、つまりトレンドに変化

がないことを示し、左上にある県は死亡率の減

少が鈍化したことになる。0のラインを超えて

いる県は増加しており、沖縄県（47番）は、男

性では減少傾向から増加に転じたことを示す。

女性では増加傾向が続いている。 
 胃がん男性では青森県の死亡率が鈍化して
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いるが（図3）、減少が加速した件も半数程度

ある。一方、女性では山形県で 
減少から増加に転じている（図4）。 
 大腸がんでは青森県は男性ではCOVID-19
に減少が加速し、女性では鈍化した（図5）。

増加傾向が弱まる県が半数程度ある一方、減少

から増加に転じた県もいくつか見られた（図

6）。 
 肝がんはほとんどの県が死亡率減少を示し

たが、半数以上に減少の鈍化がみられた（図7,
 8）。 
 肺がんは青森県男性では増加傾向が継続し、

大阪府では減少が鈍化した（図9）。男性では

減少の鈍化傾向が多く見られた（図10）。 
 乳がんでは青森県、大阪府で増加に鈍化がみ

られた（図11）。増加傾向にあった県が減少に

転じている県が多く見られた（図12）。 
 子宮頸がんも増加傾向が鈍化、または減少に

転じた県が多かった（図13、14）。 
前立腺がんも同様に増加傾向が鈍化、または

減少に転じた県が多かった一方、減少から増加

に転じた県も見られた（図15、16）。 
 
（倫理面への配慮） 
 個人を同定できないよう少数例を提示しな

いなど表示に工夫をした。 
 
Ｄ．考察 
 全がんでみると、減少傾向が鈍化する県が多

かったが、がん種別ではその変化は多様であっ

た。COVID-19前後で、がんの診断時のステー

ジ分布が悪化するなどの傾向が見られた報告

もあり2、医療機関受診の遅れや、医療提供リ

ソースがコロナ対策に割かれるなどの要因も

あった可能性がある。今後、全国がん登録によ

る進展度別罹患率や生存率なども合わせて検

討が必要である。 
 また、今回はシンプルな対数線形回帰を用い

たが、Age-period-cohortモデルを用いた将来

予測や、不連続回帰デザインなどの適用により、

より精緻な分析を行う必要がある。 
 
Ｅ．結論 

 都道府県別にみたがん種別の年齢調整死亡

率のトレンドのCOVID-19前後の変化は多様

であった。コロナ感染状況や医療体制などと合

わせたさらなる検討が必要である。 
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図1. 75歳未満の全がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実線）
緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 

 

 
図2. 75歳未満の全がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流行
後（2022年まで）の年平均変化率 
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図3. 75歳未満の胃がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実線）
緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 
 

 
図4. 75歳未満の胃がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流行
後（2022年まで）の年平均変化率 
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図5. 75歳未満の大腸がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実
線）緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 

 
 

 
図6. 75歳未満の大腸がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流
行後（2022年まで）の年平均変化率 

 
  



 

24 
 

図7. 75歳未満の肝臓がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実
線） 
緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 

 
 

図8. 75歳未満の肝臓がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流
行後（2022年まで）の年平均変化率 

 
 
 
 

  



 

25 
 

図9. 75歳未満の肺がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実線）
緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 
 

 
図10. 75歳未満の肺がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流行
後（2022年まで）の年平均変化率 

 
 

  



 

26 
 

 
図11. 75歳未満の乳がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移（実
線）緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 
図12. 75歳未満の乳がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と流行
後（2022年まで）の年平均変化率 

 
図13. 75歳未満の子宮頸がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移
（実線）緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 
図14. 75歳未満の子宮頸がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と
流行後（2022年まで）の年平均変化率 
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図15. 75歳未満の前立腺がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前の推移（破線）と流行後の推移
（実線）緑：青森県、赤：大阪府、青：東京都 
図16. 75歳未満の前立腺がん年齢調整死亡率のCOVID-19流行前（2019年まで）の年平均変化率と
流行後（2022年まで）の年平均変化率 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


